
「高品質で売れるなのはな米」
　　　　　　の生産に向けて
　　　～基本技術の徹底を図ろう～

200cc

芽出し籾で
　200cc（150g）程度。

乾籾120g／箱

＝

「高品質で売れるなのはな米」
　　　　　　の生産に向けて
　　　～基本技術の徹底を図ろう～

平成22年度稲作ごよみ
① 適正水分（１４.５〜１５.０％）であること
② 整粒歩合が高いこと（８０％以上）
　（胴割粒、未熟粒、被害粒が少ないこと）
③ 白度が高いこと（玄米白度２０）
④ 蛋白含量が低いこと（精米蛋白５.５％）
⑤ 生産履歴記帳とGAP徹底

うるち玄米1等比率90％以上

月　　日 4　　　月
255 10 15 20

5　　　月
10 15 20 255

6　　　月
5 10 15 20 25

7　　　月
5 10 15 20 25

8　　　月
5 10 15 20 25

9　　　月
255 10 15 20

１０　月　〜　3　月
5 10 15 20 25

水　管　理 浅水（チラ干しにしない） 間　　断　　か　　ん　　水 （ 水 を 切 ら さ な い ） 落水は急がない
中干し深水

栽
培
管
理
ポ
イ
ン
ト

お
い
し
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

倒伏させずに、登熟を高める根を十分に張らす丈夫な苗をつくる 太い分げつを早くとる 土　づ　く　りおいしく仕上げる

「高品質で売れるなのはな米」
　　　　　　の生産に向けて
　　　～基本技術の徹底を図ろう～

200cc

芽出し籾で
　200cc（150g）程度。

乾籾120g／箱

＝

「高品質で売れるなのはな米」
　　　　　　の生産に向けて
　　　～基本技術の徹底を図ろう～

浸種から播種までの
スケジュール

浸種

播種

田植

4月8日頃

4月１８日頃

5月１０日

4月１６日頃

4月２５日頃

5月１５日

◦
換
気
の
徹
底

◦
基
肥
は
標
準
量
を
守
る

◦
代
か
き
で
の
均
平
は
て
い
ね
い
に
行
う

◦
気
象
条
件
に
応
じ
て
搬
出
直
後
か
ら
換
気
す
る
。

　

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
の
防
除
（
Dr
オ
リ
ゼ
ダ
ン
ト
ツ
）

◦
苗
箱
施
薬
に
よ
る
葉
い
も
ち
、
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
、
ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ

◦
早
播
き
は
し
な
い

◦
か
ん
水
の
調
整
で
丈
夫
な
苗
に
す
る

◦
ハ
ウ
ス
内
の
排
水
を
徹
底
す
る

◦
一
箱
当
た
り
１２０
ｇ
の
う
す
ま
き
で
ガ
ッ
チ
リ
苗
に
す
る

◦
田
植
え
は
5
月
１５
日
を
中
心
に
！

◦
栽
植
密
度
は
６０
〜
７０
株
植
を
確
保
す
る
！

◦
活
着
後
、
浅
水
管
理
で
質
の
良
い
分
げ
つ
を
早
く
と
る

◦
除
草
剤
は
適
期
・
適
量
を
確
認
し
て
散
布
す
る

◦
植
付
本
数
は
3
〜
4
本
で
3
㎝
の
浅
植
に
す
る

◦
6
月
上
旬
ま
で
に
溝
を
切
る
！

◦
中
干
し
後
は
出
穂
ま
で
間
断
か
ん
水
を
励
行
す
る

◦
中
干
し
効
果
の
向
上
・
か
ん
排
水
の
効
率
化
を
は
か
る

　

強
く
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

◦
中
干
し
の
程
度
は
、
土
壌
条
件
に
よ
っ
て
調
整
し

◦
中
干
し
は
遅
れ
ず
に
、
し
っ
か
り
と
！

◦
一
株
の
茎
数
が
１６
〜
１７
本
程
取
れ
た
ら
中
干
し
を
始
め
る

◦
田
面
に
亀
裂
が
入
り
、
足
跡
が
1
〜
2
㎝
沈
む
程
度
ま
で

◦
穂
肥
時
期
ま
で
に
葉
色
を
３.６
に
誘
導

◦
畦
畔
農
道
等
の
草
刈
り
を
徹
底
す
る

◦
葉
色
と
幼
穂
長
を
１５
ミ
リ
確
認
し
適
期
に
適
量
を
施
す

◦
穂
揃
期
の
葉
色
を
４.２
〜
４.５
に
誘
導
（
砂
壌
土
地
帯
は
４.５
）

◦
一
回
目
の
穂
肥
は
慎
重
に

◦
二
回
目
の
穂
肥
は
一
回
目
穂
肥
を
施
用
し
た
一
週
間
後
を
目
安
に

◦
出
穂
後
２０
日
間
は
湛
水
管
理
の
徹
底

◦
出
穂
直
前
の
ブ
ラ
シ
ン
バ
リ
ダ
粉
剤
に
よ
る
防
除（
穂
い
も
ち
・
紋
枯
病
）

（
穂
い
も
ち
、
ウ
ン
カ
、
ヨ
コ
バ
イ
、
カ
メ
ム
シ
類
防
除
）

◦
穂
揃
期
の
ゲ
ッ
ト
ワ
ン
粉
剤
に
よ
る
防
除

（
カ
メ
ム
シ
類
が
多
発
時
の
場
合
。
但
し
、　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

◦
傾
穂
期
の
ト
レ
ボ
ン
ス
タ
ー
粉
剤
に
よ
る
カ
メ
ム
シ
類
防
除

早
生
は
必
ず
防
除
す
る

集落共同一斉防除

アカヒゲホソミドリカスミガメ

トゲシラホシカメムシ

斑　点　米

◦
堆
肥
・
土
壌
改
良
資
材
等
を
施
用
し
、
し
っ
か
り
土
づ
く
り
を
行
な
う

　

出
荷
に
努
め
る

◦
１.９
㎜
の
網
目
を
使
用
し
、
細
粒
や
屑
米
の
混
入
を
防
止
し
良
質
米
の

◦
籾
黄
化
率
８５
〜
９０
％
頃
に
刈
取
る

◦
適
正
な
乾
燥
で
水
分
「
１４.５
〜
１５.０
％
」
に
仕
上
げ
よ
う

青点線内の2次枝梗籾が
黄化した時

◦
刈
取
り
7
日
前
ま
で
の
間
断
か
ん
水
を
徹
底
す
る

※
特
に
フ
ェ
ー
ン
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
入
水
す
る
。

1 有機物の施用
●牛・豚ふん堆肥　１〜２ｔ/１０ａ

●発 酵 け い ふ ん 　１５０㎏/１０ａ

●稲わらは全量すき込む。

珪 酸 石 灰

ス ー パ ー 活 源

シ リ カ ロ マ ン

シリカイクス45

● 秋耕しと春耕しの２回掛けが

　効果的

2 土壌改良資材の施用

3 深耕し

１００㎏/１０ａ

６０㎏/１０ａ

６０㎏/１０ａ

４０㎏/１０ａ

●

●

●

●

温 度 管 理 の 目 安
生育期

項　目
緑　化　期 硬　化　期

育苗日数 2 〜 3 15〜17

温度
昼 25〜30 20〜25

夜 10〜15 10℃を下回らぬ

5 10 15 20 25 5 10 15 20 25 5 10 15 20 25 255 10 15 20 5 10 15 20 25 5 10 15 20 25 5 10 15 20 25

なのはな米の
仕上げは
カントリーで！

1．最新の乾燥、調製方式により、
良質米の出荷に努めています。
・均一で高品質、おいしい米に仕上が

ります。
・消費者へ今摺米として出荷できます。

2．生産コストの低減につながり
　　ます。

・個人で乾燥機や籾すり機を持たずに

すみ、農機具代が低減できます。
・県下一安い利用料により、生産費が

低減できます。

3．作業の省力化ができます。
・乾燥、籾すり、袋詰、出荷作業等から

解放されます。
・コンバインの刈取能力を最大に活か

せ、刈取期間が短縮できます。

病害虫防除体系
適 正 な 農 薬 使 用 で 安 心 な 米 づ く り

水 　 稲 　 除 　 草 　 体 　 系
土 壌 に あ っ た 施 肥 で お い し い 米 づ く り

一
般
水
稲
基
本
防
除
体
系

随
時
防
除

カメムシが多発した場合
（１０ａ当たり4㎏）

トレボンスター粉剤DL
（収穫7日前まで）

・いもち病
・白葉枯病
・イネドロオイムシ
・イネミズゾウムシ
・ニカメイチュウ

移植3日前〜移植当日
（1箱当たり５０ｇ）

D r オ リ ゼ ダ ントツ

・いもち病
・ツマグロヨコバイ
・ニカメイチュウ
・ウンカ類
・カメムシ類

穂揃い期
（１０ａ当たり3〜4㎏）

ゲットワン 粉 剤 D L
（収穫１４日前まで）

・いもち病
・もんがれ病
・穂がれ変色米
・ごま葉枯れ病

出穂直前
（１０ａ当たり3〜4㎏）

ブラシンバリダ粉剤DL
（収穫２１日前まで）

一般圃場
田植日

代掻き

田植時〜20日まで（但し砂壌土は移植後3〜20日）

トップガンＧＴ1キロ粒剤
トップガンＬフロアブル （ノビエ3.0葉期まで）

田植後3〜15日まで

トップガンＬジャンボ （ノビエ2.5葉期まで）

田植時〜20日まで

ヨシキタ1キロ粒剤 （ノビエ1.5葉期まで）

雑草の多い圃場

代掻き

田植時〜7日以内

ピラクロンフロアブル
（ノビエ1.5葉期まで）

田植後3〜5日以内

マーシェット1キロ粒剤
（ノビエ1.0葉期まで）

田植後20〜25日以内

アピロトップ1キロ粒剤
カービー1キロ粒剤

（ノビエ3.0葉期まで）

雑草が
残った場合

広葉雑草が
残ったら

粒状水中ＭＣＰ
（収穫60日前まで）

バサグラン粒剤
（収穫60日前まで）

ノビエが残ったら

クリンチャー
１キロ粒剤

（但し収穫40日前まで）

3.0葉期まで

クリンチャー
ＥＷ液剤

（但し収穫30日前まで）

5.0葉期まで

ノビエと広葉が
残ったら

クリンチャー
バスＭＥ

（収穫50日前まで）

本田施肥設計例（10ａ当たり）（有機含有肥料を施用しおいしい米（食味値80以上）にする設計例です。）

品　
　

種　
　

名

土　
　
　
　
　

質

地 力 増 強 資 材 基 肥 ・ 早 期 追 肥 中間追肥 穂　　　　　　　　　　　肥

発酵鶏糞
土壌改良
資　　材

側 条 施 肥 全　層　施　肥 設計例Ⅰ 設計例Ⅱ 設　計　例　Ⅰ 設　計　例　Ⅱ 設計例Ⅲ

設計例Ⅰ 設計例Ⅱ 設　計　例　Ⅰ 設　計　例　Ⅱ エスアイ
加里特号

（6月下旬）

太陽の
めぐみ

（6月下旬）

なのはな有機追肥 追肥化成3号 ＬＰ有機
追肥３４号

なのはな
有機基肥

燐加安
15 号

なのはな有機基肥 燐加安15号 出　穂　前 出　穂　前 出　穂　前

基　　肥 早期追肥
（田植後7日） 基　　肥

早期追肥
（田植後7日） 24日 17日 10日 24日 15日 10日 15日

新　
大　
正　
糯

コ
シ
ヒ
カ
リ

砂質田 右表参照 右表参照 35㎏ 30㎏ 30㎏ 10㎏ 25㎏ 10㎏ 10㎏〜20㎏ 20㎏〜40㎏ − 10㎏
以内

12㎏
以内 − 10㎏

以内
12㎏
以内 20㎏

壌質田 〃 〃 30㎏ 25㎏ 25㎏ 10㎏ 20㎏ 10㎏ 10㎏〜20㎏ 20㎏〜40㎏ − 10㎏
以内

12㎏
以内 − 10㎏

以内
12㎏
以内 15㎏

粘質田 〃 〃 25㎏ 20㎏ 20㎏ 10㎏ 15㎏ 10㎏ 10㎏〜20㎏ 20㎏〜40㎏ − 10㎏
以内

12㎏
以内 − 10㎏

以内
12㎏
以内 15㎏

て
ん
こ
も
り

て
ん
た
か
く

砂質田 〃 〃 45㎏ 40㎏ 40㎏ 10㎏ 35㎏ 10㎏ 10㎏〜20㎏ 20㎏〜40㎏ 10㎏ 13㎏ − 10㎏ 13㎏ − −

壌質田 〃 〃 40㎏ 35㎏ 35㎏ 10㎏ 30㎏ 10㎏ 10㎏〜20㎏ 20㎏〜40㎏ 10㎏ 12㎏ − 10㎏ 12㎏ − −

粘質田 〃 〃 35㎏ 30㎏ 30㎏ 10㎏ 25㎏ 10㎏ 10㎏〜20㎏ 20㎏〜40㎏ 10㎏ 12㎏ − 10㎏ 12㎏ − −

一
　

発
　

基
　

肥

コ
シ
ヒ
カ
リ

砂質田 〃 〃 なのはな有機
一発基肥1号 40㎏ なのはな有機一発基肥1号 45㎏ 20㎏ ＢＢＰＫケイ酸

20㎏〜40㎏

一発基肥肥料は田植時期や土壌によって
施用量を加減しましょう。
また、リン酸分及び加里成分が不足がち
になりますので必ずエスアイ加里特号ま
たはＢＢＰＫケイ酸を施用するようにし
ましょう。

壌質田 〃 〃
なのはな有機
一発基肥2号

35㎏
なのはな有機一発基肥2号

40㎏ 20㎏ ＢＢＰＫケイ酸
20㎏〜40㎏

粘質田 〃 〃 30㎏ 35㎏ 20㎏ ＢＢＰＫケイ酸
20㎏〜40㎏

て
ん
こ
も
り

て
ん
た
か
く

砂質田 〃 〃 てんたかくは
ＬＰＳ早生専用

てんこもりは
ＬＰSＳ晩生専用

45㎏ てんたかくは
ＬＰＳ早生専用

てんこもりは
ＬＰSＳ晩生専用

50㎏ 20㎏ ＢＢＰＫケイ酸
20㎏〜40㎏

壌質田 〃 〃 40㎏ 45㎏ 20㎏ ＢＢＰＫケイ酸
20㎏〜40㎏

粘質田 〃 〃 35㎏ 40㎏ 20㎏ ＢＢＰＫケイ酸
20㎏〜40㎏

※大豆跡田は、基肥量をN成分で5〜7割減らしたり、倒伏に強い品種の作付に努めましょう。又、土壌改良資材を必ず施用しましょう。

農薬の
適正使用について
〜 農薬は使用基準を守り、

正しく使いましょう！〜

1．使用上の注意点
①散布する作物に登録があるのか、よ

く確認する。
②記載されている散布量または散布濃

度を守る。
③使用時期、使用回数を守る。

2．農薬残留基準の強化（ポジテ
ィブリスト制度導入）に対す
る注意点

①隣接する圃場への飛散（ドリフト）
を防ぐ。
・風のない時に散布する。
・周辺圃場で栽培している作物がこ

となるときは、飛散しにくい液剤
や粒剤を用いた散布をする。

②水稲育苗後に野菜を栽培するハウス
では、播種同時苗箱施薬剤の使用や
ハウス内での箱施薬剤の散布は行わ
ない。


